
1 

三重教務所通信 
 

 

 

                                   

 

 

 
 発行人:三重教務所長 長澤 隆司 

           〒511-0073 桑名市北寺町 47 教務所開所時間 平日 9：00～17：00 
           ☎：0594-21-8000 ＦＡＸ：0594-21-8010 
           ☜ 三重教務所 E-mail mie@higashihonganji.or.jp 

桑名別院本統寺・三重教区ＨＰアドレス http://mie-betsuin.com/ ☞ 

 

 

新年のご挨拶 
三重教務所長  長 澤 隆 司  

 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

皆様におかれましては、法義相続、本廟護持並びに三重教区における諸事業に対し

まして深いご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。本年も何卒よろしくお

願い申し上げます 

宗門では、昨年より行財政改革検討委員会が設置され、改革の推進に向けた調査 

及び審議が始まりました。委員会では課題を「組織機構改革」、「財政改革」、「教化  

改革」の 3 つに分け、具体的な改革案の提示に向けて、現在、協議が行われています。

教区及び組の改編及び門徒戸数調査の取り組みをはじめ、経常費御依頼の割当基準や

宗費賦課金における賦課基準など、宗門には長年の課題が山積しており、将来にわた

って持続可能な教団づくりが喫緊の課題となっています。そのような状況にあって、

日本の経済状況や過疎過密、宗教不信などの風潮が加わり、宗門を取り巻く環境は 

厳しい状況であると言えます。 

ある組へ所長巡回で伺ったとき、組門徒会員さんから「所長さんは説明の中で 

“厳しい状況“という言葉を使っているけど、本当にその内容をわかっていますか」

と指摘を受けました。その門徒さんは、刻々と社会状況が変化するなかで、お寺と 

門徒が関係を保つことの大変さ、時代に即した教化の難しさ、住職の高齢化と後継者

の不在など、組内の御寺院の状況を詳細にお話しくださいました。これまで高所大所

の観点を意識していましたが、高所大所の基となるご寺院・ご門徒の状況を丁寧に聞

く大切さを改めて教えていただきました。 

さて、三重教区では、教区教化委員を中心に「1 カ寺 1 カ寺の活性化・本来化」に 

繋がる教化事業の具体化を目的として、「教区教化機構の再構築」に向けた取り組みを

進めています。そして、本年１月から教区教化委員を対象とした「教化事業構築のた

めの学習会（三重教区版 元気なお寺づくり講座・全５回）」がスタートし、本格的に

動き出します。僧侶、門徒が共に話し合い、課題と目標が共有され、大切な基である

１カ寺 1カ寺が活性化する取り組みとなるよう努めてまいります。 

職員一同、教区内の皆様のご協力を切にお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせて 

いただきます。 
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三重教区からのお知らせ 

○ 経常費年末完納のお扱いについて 
本年度宗派経常費の年末完納のお扱いを２０２４年１月１９日（金）締切とさせてい

ただきます。何卒ご完納に向けて更なる勧募奨励方よろしくお願い申し上げます。 

また、法要座次・衣体、教師資格のご確認・ご申請等は、教務所までお問い合せくだ

さい。 

 

○「花こぶし 親鸞聖人と恵信尼さま」前進座公演における観覧チケットの販

売について～親鸞聖人御生誕 850 年・立教開宗 800 年・真宗教団連合

結成 50 周年及び真宗教団連合三重県支部 50 周年記念大会～（真宗

教団連合三重県支部） 
このたび、真宗教団連合三重県支部において、親鸞聖人御生誕 850 年・立教開宗 800

年・真宗教団連合結成 50 周年及び真宗教団連合

三重県支部 50 周年記念大会を開催いたします。

その大会記念として、劇団前進座「花こぶし 親鸞

聖人と恵信尼さま」が特別公演されます。 

つきましては、有縁の方をお誘いあわせの上、

是非ご観覧いただきますようご案内いたします。 

なお、チケットは教務所で取り扱いしています。 

① 期日 ２０２４年２月２０日（火） 

② 会場 リージョンプラザ 3 階 お城ホール   

（津市） 

③ 内容 「花こぶし親鸞聖人と恵信尼さま」   

前進座特別公演 

④ 日程   14：00 開演（２時間３０分） 

16：30 終了予定 

⑤ チケット代 6,500 円 ※自由席。 

 

○ 研修会（公開）のおしらせ 詳細は、三重教区・桑名別院ホームページを参照ください 
 

聖典基礎講座  

◎期  日 ①９月２９日（金）、②１１月３０日（木） 

③１月２４日（水）、④３月２７日（水）、５月２９日（水） 

◎時  間 １３：３０ ～ １６：３０ 

◎会  場 三重同朋会館 ※ Zoomを使用したオンライン併用 

◎講  師 高柳 正裕 氏（学仏道場「回光舎」舎主） 

◎テ ー マ 「仏に遇う－真実の自己・世界に遇う－」 

◎参 加 費 ３，０００円（年間５回分） 

◎申し込み 三重教区・桑名別院ホームページ https://mie-betsuin.com//  
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是旃陀羅問題に関する教区学習会 

◎日 時 ２月１日（木）１４：００～１７：００ 

◎会 場 三重同朋会館 3階講堂及び Zoom 

◎講 師 宮下 晴輝 氏（教学研究所所長） 

◎内 容 学習冊子『是旃陀羅問題について』 

◎申し込み 三重教区・桑名別院ホームページ https://mie-betsuin.com//  

 

得度義務研修会 

◎日 時 ３月２９日（金）１０：００～１５：３０ 

◎会 場 桑名別院本堂（桑名市北寺町 47） 

◎対 象 満９歳以上（得度受式時）で、２０２４年５月以降に得度受式を希望する者 

 ※ 三重教区においては、得度出願の条件として、当研修会の受講が義務付けられてい

ます。 

 ※ 詳細は同封の通知文（三重教発第２６号）をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1月のテレフォン法話  

１月 １日～１５日 ･･･長澤 隆司   （三重教務所長 兼 桑名別院輪番） 

１月１６日～３１日 ･･･河村   論 氏 （南勢１組 教樂寺衆徒） 
 

 

 

 

 

 

 

 

D i a l o g u e （ダイアローグ・対話）   ― 教区教化委員会報告― 

○ 教区「差別と人間を考える」協議会 

・１２月８日午後１時より、常任委員会を開催。協議案件は、同和問題に取り組む三重県宗

教教団連帯会議（三重同宗連）研修会の持ち方について。現在、三重教区は三重同宗連の

議長教団であることから、当研修会については「教区差別と人間を考える協議会」におい

て企画及び検討している。 

声明講習会の開催（教区准堂衆会主催） 

得度考査の事前研修として、三重教区准堂衆会主催の声明講習会が、下記の

とおり開催されますので、ぜひご参加ください。 

期日：１月２０日（土）及び２月１７日（土） 

場所：桑名別院 

対象：受式日に満９歳以上で、２０２４年５月以降に得度受式を希望する者 

内容：正信偈（草四句目下）・念仏和讃三淘、仏説阿弥陀経 

※ 詳細は同封のチラシをご参照ください。 

 
２４時間 いつでも どこでも テレホン法話 

          ☎（0594）23-6191 

  

心をひらく  
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・引き続き午後２時より本山解放運動推進本部主催「部落差別問題に関する協議会」に教化

推進総務会、教学研究室、特伝推進連絡協議会と共にオンラインで参加。解推本部作製の

「是旃陀羅問題」学習スライドと、組を対象とした同問題に関する今後の取り組み方針の

双方が本部より説明された。教区ではこれを受けて今年度学習計画を協議する。 

 

○ 教区坊守会 

・１２月１９日に委員会を開催した。まず、６月１９日（水）に開催予定の「真宗門徒の集

い」について、藤場芳子氏（金沢教区常讃寺副住職・解放運動推進本部「女性室」元スタ

ッフ）を講師として開催するが、その内容について協議を行った。次に前進座による「花

こぶし親鸞聖人と恵信尼さま」における教区坊守会の協力について協議した。この公演が、

「恵信尼消息」をもとに、恵信尼の視点で夫として家族としての親鸞聖人の姿を描かれた

内容となっていることから、坊守としての学習の一環として、「教区坊守会の推奨」とし、

教区坊守会員に対し、教区坊守会会計より参加助成を行う。また、５月１５日（水）に開

催される東海連区坊守研修会（大垣当番）について、参加奨励のため、団参バスを手配す

ることを確認した。最後に、坊守会の諸問題について意見交換を行った。 

 

第２回坊守講座開催 

・１２月５日（火）１３時より桑名別院の聞光殿に於

いて、佐々木智教 氏（長島組深行寺住職・桑名別院

列座）を講師に迎え、第２回坊守講座を開催した。

当日の参加人数は３４名だった。インフルエンザが

流行しており、当日欠席が１０名以上あったため換

気を行い感染防止に努めた。 

講義にあたって、佐々木先生より『真宗の儀式』

や『儀式作法の心得(難波別院発行)』を元にした資

料をご準備頂き、「装束と法衣の違い」という初歩的

なことに始まり、「法衣は赤子の皮膚の如く扱う」という心構えなどをお話頂いた。後半の

実践では先生と同じ桑名別院列座の藤井基和氏、木造崇臣氏に補助に入って頂き、３つのグ

ループに分かれ、白帯の結び方、五条袈裟の畳み方など、それぞれが実際に持参した衣で演

習した。 

最後に先生より七条袈裟の正式な着付けを実演して頂いた。参加者は皆一様に熱心にメモ

や動画を撮っていた。 

日頃、衣に触れる機会が少ない若坊守から実際に法務に出ている坊守まで、年齢も置かれ

た立場も異なる中で、積極的に質問する姿が各グループで見られ、装束講習に対する関心の

高さが窺えた。 

  当日参加者に書いて頂いたアンケート（回答率６７%）では、全員が『よかった』に◯と

回答があり、何人かの人が、「またこの講習を聞きたい」と記入されていた。 

師走の慌ただしい中での開催であったが大変意義のある講座となった。 

（坊守会役員 服部華子） 
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本山からのお知らせ 

○ 第８回「教勢調査」インターネットでの回答のご協力のお願い 
１月１日より全寺院・教会を調査対象とした第８回「教勢調査」が実施されます。つきま

しては、社会状況に即した宗門の課題を把握し、各寺院の活性化に寄与する宗派施策展開の

ため、本調査へのご協力をお願いいたします。なお、ぜひともインターネットによる１月 

３１日までの回答にご協力賜りますよう重ねてお願いいたします。 

 

【スケジュール】  

2023 年 12 月末     案内ハガキ送付  

2024 年 1 月 1 日（月） 「第８回教勢調査」インターネット回答受付開始 

2024 年 1 月 31 日（水）インターネットによる回答の第１次締切日  

     ↑（2024 年 2 月末頃 未回答寺院を対象に紙の調査票送付）  

     ↓ この間、インターネットでの回答も引き続き可能です。  

2024 年 3 月 31 日（日）紙の調査票の提出期限・ 

インターネットによる回答の最終締切日   

【お問い合わせ先】  

宗務所企画調整局 TEL：075-371-9208  

         Mail：ksr8@higashihonganji.or.jp 

 

 

 

○ 組門徒会員の任期満了に伴う改選について 
３月９日をもって任期満了となる組門徒会員の改選について、各寺院・教会において後任

会員を選定くださるようお願いいたします。 

なお、選定にあたっては、特に女性の宗門活動への積極的な参画を実現するため、女性組

門徒会員の選出にご配慮ください。 

①  選定・報告期限 ２月９日（金）までに当該組長に報告ください。 

② 新組門徒会員任期 ２０２４年３月１０日～２０２７年３月９日 

 

 

東海連区からのお知らせ 

○ 大垣真宗学院生募集について 
このたび、２０２４年度の大垣真宗学院生が募集されました。 

大谷派教師取得を考えておられる方は、同封の募集チラシを参照いただき、ご応募く

ださいますようお知らせします。 

 

 

詳細につきましては、『真宗』１月号「巻末特集」に実施要項

が掲載されておりますので、ご確認ください。 

      

設問にスムーズ 

に答えられるイン

ターネットからの 

回答にぜひご協力

ください。 

mailto:ksr8@higashihonganji.or.jp
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書籍のご案内（東本願寺出版） 

 

『仏典の星ぼし』 

   渡邊 愛子（文）臂 美恵（絵） 1,650円（税込） 

 

古くから伝わる仏典（仏教書物等）には、お釈迦さまの教え

や仏教徒の生活規範など、その内容は多岐にわたります。 

その中には、様々な人物や動物の姿でお釈迦さまの前世を描

いたジャータカや、誰にでも教えが伝わるよう説かれた喩(た

と)え話など、大人も子どもも親しみながら読むことができる物

語があります。その中から厳選した全 30 話は、遠い昔の話ではなく、そのどれもが現代に生

きる人間がかかえる問題に通じており、ふと気づかされ考えさせられることが大いにあります。 

情感豊かな文章と鮮やかなイラストで表現される絵本ですが、大人の方にこそ読んでいただ

き、そして子どもさんにも読み聞かせいただきたいと願います。 

※『同朋新聞』（2019 年 11 月号～2022 年 3 月号）における人気連載「仏典の星ぼし」を

書籍化したものです。 

 

 

 

真宗新書『親鸞入門』 

一楽 真・著 定価：968円(税込) 

850 年の昔、この日本に生まれた浄土真宗の宗祖・親鸞。その生涯における重要な事績を辿

りながら、私たちが人生において何を本当に問題とし、何を拠り所として生きるのかを尋ねる。

親鸞の生涯、そして浄土真宗の教えに初めてふれようとする方にも最適な入門の書。 

 

＝目次＝ 

私にとって宗祖とは 

誰もが救われていく道はどこか ―比叡時代と六角堂参籠― 

生き方の転換 ―法然上人との出遇い― 

私はどこに立つのか ―弾圧と越後・関東時代― 

念仏と生きる ―帰洛そして入滅― 
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今月の法語 
 

 

 

 

 

 

 

 

晴耕雨読（教務所員から） 

教務所書記：竹田彩子 

あけましておめでとうございます。 

本年もよろしくお願いします。 

新年といえば、２０２０年の元日に出されたそごう・西武の広告「さ、ひっくり返そう」

には驚かされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この広告は、たとえ劣勢にあっても、勝負をあきらめず逆転を狙おう、そして、逆境も

視点を変えると違った様相に見えるというコンセプトで作られたそうです。 

 この逆転劇の根底には、この広告のモデルである炎鵬さんの小さいことをハンディキャ

ップとは思わず、むしろ強みとしてポジティブに捉えた姿と、たゆまない努力が不可欠で

あることは間違いないです。 

逆境はいつでも訪れる。その時、視点を変えると違った様相に見えることを忘れずに、 

さあ、行こう。 

今、みずからに問いかけなければならない。 

‟僕らははたして、よき先祖であろうか”と。 

              ジョナス・ソーク 

大逆転は、起こりうる。 

わたしは、その言葉を信じない。 

どうせ奇跡なんて起こらない。 

それでも人々は無責任に言うだろう。 

小さな者でも大きな相手立ち向かえ。 

誰とも違う発想や工夫を駆使して闘え。 

今こそ自分を貫くときだ。 

しかし、そんな考え方は馬鹿げている。 

勝ち目のない勝負はあきらめるのが賢明だ 

わたしはただ、為す術もなく押し込まれる。 

土俵際、もはや絶体絶命。 

 
※ここまで読んでくださったあなたへ。文章を下から上へ、
一行ずつ読んでみてください。逆転劇が始まります 
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MONTHLY CALENDAR 三重教区１月行事予定表  Mie MONTHLY CALENDAR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同封書類 
① 「是旃陀羅問題学習会」チラシ 

② 「声明講習会」チラシ 

③ ご坊さんだより 

④ 「大垣真宗学院生募集」チラシ 

⑤ 「花こぶし親鸞聖人と恵信尼さま」ポスター及

びチラシ 

1月以降（4 ヵ月）の行事予定は、ホームページで公

開していますのでご確認ください。 

  

ＱＲコードはこちら➡ 

日 曜 行事内容 

1 月 年末年始事務休暇（～1/5まで） 

2 火  

3 水  

4 木  

5 金  

6 土 
部落解放研究第２９回三重県集会 10：00-

（於：三重県総合文化センター） 

7 日  

8 月  

9 火 事務始め 

10 水  

11 木 児連定例会 13：30- 

12 金 教研月例会 13：30- 

13 土  

14 日  

15 月 教化事業構築のための学習会①13：30- 

16 火 
第１１次特伝第５ブロック座談会学習会③

13：30- 

17 水  

18 木  

19 金 合唱団「ひかり」練習日 13：00- 

20 土  

21 日  

22 月 教務所事務休暇（桑名別院報恩講振休） 

23 火 三重同朋会館報恩講 16：30- 

24 水 聖典基礎講座③13：30- 

25 木  

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 教化事業構築のための学習会②13：30- 

30 火  

31 水 差別と人間を考える協議会常任委員会 13：30- 

【教務所事務休暇のお知らせ】 

①2023年 12月 29日（金） 

～2024年 1月 5日（金） 

※年始は 1 月 9 日（火）より事務始め

となります。 

②2024年 1月 22日（月）振替休日 

③2024年 2月 6日（火）7日（水） 

教務所員研修 

④2024年 2月 20日（火）花こぶし加勢 

緊急連絡先 桑名別院 

℡ ０５９４‐２２‐０６５２ 

【 敬 弔 】 生前のご功労を深謝し謹んで

哀悼の意を表します。（敬称略）  

桑名組 晴雲寺  前坊守 伊藤 恭子 

（２０２３年１１月１５日寂） 

南勢２組 法專寺 前坊守 大谷 麗子 

（２０２３年１１月２８日寂） 

員弁組 淨泉寺  前坊守 水野 幸子 

（２０２３年１２月５日寂） 

【お詫びと訂正】     

１２月号の敬弔欄において、掲載内容に誤り

がありました。謹んでお詫び申し上げますと

ともに、改めて正しい内容を掲載いたしま

す。 

四日市組 歴明寺 前坊守 石見 信子 

（２０２３年１１月２０日寂） 

 

【 住 職 任 命 】 

 桑名組 了嚴寺 諏訪 髙就 

（２０２３年１２月１３日就任） 

  

    

 


